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令和５年度防火ポスターコンクールの開催
　令和５年秋の火災予防運動に合わせ、防火ポスターコンクールを開催いたしました。

このコンクールは、市内の小学生を対象に、防火ポスターの募集を行い、防火意識の普及啓発を図る

ことを目的として毎年行っているものです。

　第３４回目となる今回は、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ同時流行の影響にも負けず、

市内小学校の４９校から過去３番目の応募数となる４０８作品の応募がありました。１次審査を経て

本審査の結果、清新小学校２年生の二村 帆南さんが、最優秀賞（理事長賞）に選ばれました。また、

各学年の優秀賞（６作品）が選ばれ、２７作品の入選がありました。

　最優秀賞の作品は、防火ポスターとして印刷して、会員事業所様や公共施設、市内の路線バスの車

内などに掲示していただき、火災予防のＰＲにご協力いただく予定です。

最優秀賞

　　二
ふたむら

村 帆
ほな み

南さん（清新小２年）
審査風景

（一般社団法人　相模原市建設業協会　会議室）

各事業のご紹介
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各事業のご紹介各事業のご紹介
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優秀賞（学年賞）
１学年 ２学年 ３学年

４学年 ５学年 ６学年

住宅用火災警報器等、消防設備に関するご相談は当組合へ！

相模原市防災設備協同組合
事務局　〒252-0318　相模原市南区上鶴間本町4-48-8

TEL  042-740-1222　　FAX  042-744-4169

㈱岡　本　商　会

㈲ススム消防設備

東　京　消　設㈱

㈱ 見 上 防 災 設 備

㈲初　田　商　会

㈲防　災　電　設

㈱カ　ワ　ゾ　エ

㈱ ト　ー　 タ　 ス

南区双葉1-5-1
TEL042-744-0558

中央区田名塩田4-17-9
TEL042-777-6388

南区上鶴間本町4-48-18
TEL042-744-4167

南区御園1-11-23
TEL042-742-5494

中央区清新6-17-21
TEL042-773-2611

緑区名倉3149
TEL042-687-4264

南区若松3-47-15
TEL042-744-3145

中央区淵野辺4-15-21-102
TEL042-707-7115

相 模 設 備 工 業 ㈱

㈲セーフティワン

㈱東　弘　商　会

㈱ザイマックス防災テクニカ神奈川

㈱河 本 総 合 防 災

㈲時　田　防　災

㈱ ア　　 キ　　 タ

㈲相模共栄防災設備

中央区横山台2-34-19
TEL042-753-2828

中央区清新2-1-6
TEL042-796-8761

南区当麻1122-3
TEL042-777-5816

南区上鶴間6-7-6
TEL042-705-1672

中央区鹿沼台2-1-3
TEL042-752-6121

中央区清新5-4-7
TEL042-772-5718

南区相模台6-17-20
TEL042-744-4968

緑区大島2885
TEL042-762-0880
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各事業のご紹介

　令和５年１０月１３日（金）に、第４０回目となる自衛消防隊消火競技会を「独立行政法人　国民

生活センター」様にご協力いただきまして敷地内会場で開催いたしました。

　この競技会は、事業所の自衛消防体制を強化・充実し、防火防災体制の向上を図るため実施してい

るもので、競技会に先立ち、希望された参加選手に事前訓練を２回実施しましたが、選手と関係者の

皆さんは、非常に熱心に取り組んでいました。

　当日は清々しい秋晴れのもと、１３事業所から、延べ１５チーム、３９名の選手が参加され、「屋

内消火栓１号の部」及び「屋内消火栓２号の部」の２種目において、それぞれ日ごろの訓練成果を披

露しました。

　最優秀賞チームには、トロフィーの他、各選手（２種目５名）に金メダルが授与されました。

　成績は次のとおりです。

令和５年度自衛消防隊消火競技会の開催令和５年度自衛消防隊消火競技会の開催

屋内消火栓（１号）の部

成　　績 参　加　事　業　所　名

最優秀賞 小田急電鉄株式会社　大野総合車両所

優 秀 賞 三菱重工業株式会社　相模原製作所

日産自動車株式会社　相模原部品センター

株式会社小田急ＳＣディベロップメント

優 良 賞
（出場順）

株式会社サンデリカ　相模原事業所

ＮＥＣ　相模原事業場

スリーボンドファインケミカル株式会社

ＳＷＣＣ株式会社　相模原事業所

株式会社スリーボンド研究所

屋内消火栓（２号）の部

成　　績 参　加　事　業　所　名

最優秀賞 横浜刑務所　相模原拘置支所

優 秀 賞 スリーボンドファインケミカル株式会社

株式会社スリーボンド研究所

優 良 賞
（出場順）

ＪＡ神奈川県厚生連　相模原協同病院

相模原市役所

特別養護老人ホーム　よもぎの里愛の丘

成　績　表 最優秀賞チーム（１号の部）

最優秀賞チーム（２号の部）
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神奈川県からのお知らせ　県総合防災センター情報各事業のご紹介

Save a life. Save the Earth.

消火器のトップメーカー㈱初田製作所 代理店
各種消火器、消防設備工事及び保守点検一式

有限
会社

相模原市中央区清新6-17-21　TEL（042）773-2611㈹　FAX（042）773-2623

【神奈川県総合防災センター】のご紹介

交　　通▼小田急・愛甲石田駅からバスで「長沼」下車徒歩５分

所 在 地▼厚木市下津古久２８０　駐車場あり（無料、一般６０台・大型バス１２台等）

開館時間▼９～１７時（入館は１６時３０分まで）※ 体験コーナーをご利用の場合は１６時まで

休 館 日▼月曜（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日（土曜または日曜の場合は開館）

予約・問合せ▼県総合防災センター　☎０４６（２２７）１７００

予約について▼１０名様以上の場合予約（９名様以下は不要）

※自治会などの団体や、個人でのご利用も可能です。

当センターで､地震や風水害などの災害を疑似体験することができます。

いつ起こるかわからない災害に備え、リアルな体験を通して、防災について考えてみませんか｡

地震体験コーナー

最大震度７までの地震を体験できます。

風体験コーナー

最大風速毎秒３０メートルの暴風が体験できます。

その他、煙避難体験コーナー、防災シアターなどがあります。

　災害時に必要な防災知識や行動などについて、県の
総合防災センターを活用して身につけていただくこと
ができます。どうぞご利用ください。
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各事業のご紹介

安全、安心な職場環境づくりをめざして、今回は会員事業所様
向けの「企業講習」についてご紹介します。

災害に強い職場づくりを
自衛消防隊

自らの職場を守る

危機管理ー緊急時の対応、対策を

●予想していないリスクや状況に対応できるよう、　

　初動対応とＢＣＰの連携を軸に考えています。

●働き方、生活様式も多様化しており

　多角的な視点で危機管理を行う必要があります。

防火・防災に対する心構え

●危険物の取り扱い量が多い事業所なので

　安全・防災には企業として特に注力しています。

●いつ発生するかわからない災害に備えて訓練、研修会など

従業員の教育を定期的に繰り返し実施しています。

「企業講習」を実施している事業所のお考え 「企業講習」ってなに︖
防災研修会などを、

各企業・事業所に出向して実施
する取組みです。

入会のご案内

あなたの事業所も防災協会へ入会して

「防災・減災」を共にめざしてみませんか

会員募集中です!!
防火・防災能力や危険予知能力を向上させましょう -非常食・防災用品等の備蓄、支援、相談も︕

訓練で 確かな信頼 積み重ね （危険物安全週間推進標語）

119番　通報訓練

この講習は、防災協会の職員が、事業所へ出向いて各講習を実施するもので、
会員事業所様の 「ご希望される日程・内容」 により実施するものです。
安全・防災意識の啓発をより一層進めるよう、検討してみてはいかがでしょうか。

① 日程・時間等は、事業所様とご相談の上決定します。
② 実施場所は、会員事業所様の敷地内など
③ 対象者は、会員事業所様の従業員、関係者ほか

研修内容は、講習、各種訓練など、各事業所の状況や
ご要望に応じて、実施させていただきます。

●企業講習（企業への出前講習）について

●正しい知識と勇気をもって行動することで

救える命があることを知りました。

●ＡＥＤや救命用の器材などを定期的に確認

しておく必要があると思った。

●地震や煙の体験で、災害時にどのような心

理状態になるのか感じることができた。

●救助方法や防災活動の重要性を今まで以上

に強く感じました。

訓練・研修参加者のご感想

お申し込み、お問い合わせ︓相模原市防災協会　TEL︓042－753－9971

地震体験訓練

　負傷者搬送訓練 消火器による　初期消火訓練

消火栓による　初期消火訓練

煙体験訓練

心肺蘇生・ＡＥＤ訓練
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消防局からのお知らせ　救急情報

消防用設備等の工事並びに保守点検

建設業許可

神奈川県知事許可（般－7）25219号　消防施設工事業
本　社 〒252-0336

相模原市南区当麻1，122－3

電話 042－777－5816 ㈹

FAX 042－777－5818

E-mail : tokosyoukai@jcom.home.ne.jp

　相模原市消防局では、北里大学病院及び民間２社と連携し、リアルタイム映像伝送システム等によ

る映像を救急業務に活用するための実証実験を行っています。

　リアルタイム映像伝送システムとは、スマートフォンやタブレット端末を利用して、火災や救急な

ど現場のリアルタイムの映像を、消防の通信指令室、救急隊及び医療機関が共有できるシステムです。

１　期　間　　令和５年７月から令和６年３月下旬まで

２　内　容

（１）実験Ａ「事故等発生現場での映像の共有」

　１１９番通報をした方のスマートフォン・タブレット端末（原則、インターネット回線やカ

メラ機能が使用出来れば可）により、現場の映像を通信指令室の端末に送っていただくことで、

１１９番通報時に現場の映像を消防局が確認しながら、通報者やその場にいる方に対し、的確

な応急手当の指導をします。

　実証実験にご協力いただく場合は、１１９番通報時に操作方法を説明させていただきます。

なお、映像送信にかかる通信料は通報された方のご負担となりますので、ご協力をお願いします。

（２）実験Ｂ「救急搬送時の患者の容態の共有」

　救急車に配備しているスマートフォンにより、救急隊員が患者の映像を北里大学病院の医師

に送信し、救急隊員と医療機関が現場の映像を共有することで、患者への救急処置について、

医師からの的確な指示を受け、対応します。

　なお、映像を送る場合は、患者やご家族に同意を得て行います。

※いずれの実験もセキュリティが確保されており、当該実証実験外で情報が利用されることはありま

せん。また、当該実証実験については、全例ではなく基準に合致した場合に実施します。

リアルタイム映像伝送システムを活用した実証実験を行っています

実験Ａ「事故等発生現場での映像の共有」

実験Ｂ「救急搬送時の患者の容態の共有」

事故発生 １１９番通報 消防 ＳＭＳ送信 ＵＲＬへアクセス

救急隊到着 専用ＵＲＬへアクセス 着信を応答

映像共有

映像共有



ぼうさいさんろくご（３５５号）　（9）

　６月２９日と３０日に消防指令センター講堂で会員救命研修会（前期）を開催しました。

　この研修会は、会員事業所を対象に応急手当の普及啓発を図り、大規模災害時等における各事業所

の救護能力向上に資することを目的として定期的に開催しています。

　今回は新型コロナウイルス感染症が落ち着いてきましたが、基本的な感染予防対策には配慮した内

容で実施し、２日間で６事業所、合計１８名の方が参加されました。

研修会の参加者の中からご感想をいただきましたので、ご紹介させていただきます。

◯　穂久斗工業株式会社　井上　結奈さん

　学生の頃に一度、応急手当ての基礎などを学習したこ

とがあったのですが、自分自身が誤った知識で理解をし

てしまっていた部分がありました。このような研修会の

機会を得て、改めて再認識することができました。具体

的に心肺蘇生法の手順やＡＥＤの使い方はもちろんです

が、何よりも救急車が現場に到着するまでの時間に、周

囲の方と協力して素早く適切な救命措置を施せるのか

が、とても大切であることを痛感しました。何もしなかった場合と比較すると、命が助かる可能性が

大きく変わるということも知ることが出来ました。実際に救命措置が必要な場面に直面した際には、

自分たちに出来るのかとても不安は残りますが、自分自身がやらなければならないといった意識を

もって、生活を送りたいと思いました。

　今回の講習で学んだことを思い出し、落ち着いた行動が出来るよう心掛けたいと思います。短い時

間でしたが、ご指導頂きありがとうございました。

毛布による応急担架搬送

会 員 救 命 研 修 会 の 開 催

消防局からのお知らせ　救急情報 各事業のご紹介

心肺蘇生、ＡＥＤ取扱い

井上結奈さんと会社のみなさん

消防・防災のことならまず相談!!

消火設備・火災報知設備
避難設備・非常放送設備

設計施工
保守点検

〒252-0318
相模原市南区上鶴間本町4-48-18

（042）744-4167㈹
（042）744-4169　

消火栓設備工事設計施行

神奈川県県営水道登録工事店

相模原市指定下水道工事店

相模原市中央区中央6丁目10の26

㈱ 今 井 水 道
代表取締役　今 井 寿 幸

電話　相模原 （042）752-5234・5235
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消防局からのお知らせ　消防団情報

相模原市中央区横山台2-34-19　TEL（042）753-2828（代表）　FAX（042）752-9898

設計・施工からメンテナンスまでお気軽にご相談ください。

消 防 設 備　 防 災 用 品　 防 犯 設 備

システムから皆様の生活を支援します。
暮らしに安心と安全を

相模原市消防団にあなたの力を

消防団員募集中
Ｑ１　入団条件は？

　１８歳以上の健康な人で市内に居住（勤務・通学）していれば入団できます。自営業、

会社員、女性、大学生、専門学校生などの本業を持ちながら活躍してます。

Ｑ２　報酬は？

　年額報酬として個人へ３６，５００円を支給します。出動報酬として火災、水難救助等

へ災害出場した場合は日額８，０００円、または４，０００円。訓練などは日額３，０００円。

どちらも個人へ支給します。

Ｑ３　専門的な教育は？

　基礎的知識を修得するための研修や応急手当の知識・技術を修得する研修があります。

また、防災に対する指導に必要な研修などもあります。

Ｑ４　入団したい場合は？

　消防総務課に電話または、ＱＲコードから市ホームページ内に掲載されている入団希望

書を作成し、消防総務課にＥメールをお願します。後日、消防団の責任者等と面談し、双

方が納得した上で入団となります。

問い合わせ先：相模原市消防局　消防部　消防総務課　ＴＥＬ：０４２－７５１－９１１６

Ｅメール：ｓｙｏｂｏｕｓｏｕｍｕ＠ｃｉｔｙ.ｓａｇａｍｉｈａｒａ.ｋａｎａｇａｗａ.ｊｐ

相模原市消防団検索

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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将来の消防職員・消防団員を目指していただくために
～夏休み親子で一緒に消防体験を実施しました～

【お気軽にご相談下さい】

〒252-0321

相模原市南区相模台6-17-20

電話　042-744-4968

FAX　042-744-4924

mail：

akita@mx6.ttcn.ne.jp

消防用設備等工事

法 令 点 検

防 火 対 象 物 点 検

防 災 用 品 ・ 標 識

防犯セキュリティシステム

一 般 電 気 工 事

太陽光ソーラーシステム

制服・作業服・帽子・防寒衣・防火服・防災用品・消防防災機器・その他関連用品

本社／〒252-0332 相模原市南区西大沼１－６－６

TEL 042-753-7531　FAX 042-753-7538
e-mail:info@kantoukoike.co.jp　  ・ 環境生活文化機構会員

株式会社 関東小池

消防局からのお知らせ　消防団情報 消防局からのお知らせ　火災予防情報

　消防局では、７月２９日（土）に消防への親しみや憧れ

を醸成し、将来の消防職員・消防団員を目指してもらうこ

とを目的として、市内在住の親子を対象に初めて消防体験

を実施しました。

　消防隊の資機材を使用した放水体験、救急体験、１１９

番通信受信体験、火災調査室での鑑識・鑑定体験、はしご

車乗車体験のほか、火災予防の普及啓発を併せて行いまし

た。

　参加者からは、「夏休みの良い思い出となった」、「普段、

見ることができない消防の仕事を知ることができた」など

の感想をいただき、将来、参加者の中から消防職員・消防

団員になっていただけるよう期待しています。

消防職員・消防団員に興味がある方は、

消防総務課（０４２－７５１－９１０５）まで

お気軽にお問い合わせください。

　相模原市消防局消防部

　　予防課　０４２－７５１－９１１７
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消防局からのお知らせ　救急情報

山本博之

20

　こんなケースで救急車が呼ばれました

「海で日焼けした足がヒリヒリする」

「先週から痛かった歯が夜にがまんできなくなった」

「今日入院予定だから９時までに病院に行きたい」

「包丁で指先を切ったが血は止まっている」

救急車の適正利用にご協力ください

　救急車を呼んだ方がいい？→→→→→→

　迷ったときの救急受診アプリ「Ｑ助」

消防署からドライバーの方へのお願いです。

★運転中に緊急車のサイレンが聞こえたら、窓を開けてください。
　→どこから近づいているのか、確認できます。

★緊急車が近づいてきたら、車道の左に車を寄せて道を譲ってください。

★緊急車は赤信号の交差点で、安全確認のため一時停止します。
　→緊急車が動き出すまで交差点内を避けて停止してお待ちください。

★段差のある車道では、救急車は患者さんを守るため
　スピードを落として走行します。
　→追突しないよう車間距離をとってください。

適正利用！救急車は命を救う車です。
お問い合わせ先　警防部救急課　電話０４２－７５１－９１４２　

これからも、市民の安全・安心のために。
お問い合わせ先　警防部救急課　電話０４２－７５１－９１４２　

その１１９番、ほんとうに緊急？




